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北
岡
伸
一
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
長
は
、
昨
年
12

月
20
日
か
ら
26
日
に
か
け
て
、
ネ
パ
ー
ル
と

ブ
ー
タ
ン
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

昨
年
４
月
25
日
の
大
地
震
か
ら
８
カ
月
た

っ
た
ネ
パ
ー
ル
で
は
、
政
治
的
混
乱
の
影
響

で
イ
ン
ド
と
の
国
境
が
封
鎖
状
態
と
な
り
、

燃
料
や
資
材
が
不
足
す
る
中
で
復
興
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

同
国
を
訪
問
し
た
北
岡
理
事
長
は
、
カ
ド

ガ
・
プ
ラ
サ
ー
ド
・
シ
ャ
ル
マ
・
オ
リ
首
相

を
は
じ
め
と
す
る
要
人
と
会
談
。
ま
た
、
日

本
が
支
援
を
表
明
し
た
「
緊
急
学
校
復
興
事

業
」「
緊
急
住
宅
復
興
事
業
」
の
円
借
款
契

約
の
調
印
に
立
ち
会
い
、
被
災
地
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

会
談
で
オ
リ
首
相
は
、
来
年
、
日
本
と
ネ

パ
ー
ル
が
国
交
樹
立
60
周
年
を
迎
え
る
こ
と

に
触
れ
、
今
後
も
協
力
関
係
を
深
め
て
い
き

た
い
と
の
意
向
を
表
明
。
こ
れ
を
受
け
て
、

北
岡
理
事
長
は
犠
牲
者
に
追
悼
の
意
を
表
す

る
と
と
も
に
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
し
て
最
大
限
の

支
援
を
し
て
い
く
旨
を
述
べ
ま
し
た
。

　

会
談
の
ほ
か
、
北
岡
理
事
長
は
地
震
の
被

害
が
最
も
大
き
か
っ
た
地
域
の
一
つ
、
シ
ン

ド
パ
ル
チ
ョ
ー
ク
郡
チ
ョ
ー
タ
ラ
も
訪
問

し
、
住
宅
の
被
害
状
況
や
、
女
性
や
子
ど
も

へ
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
目
的
と
す
る

訓
練
施
設
の
建
設
予
定
地
な
ど
を
視
察
し
ま

し
た
。

　

一
方
、
日
本
と
ブ
ー
タ
ン
は
、
今
年
、
国

交
締
結
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。
ジ
グ
ミ
・
ケ

サ
ル
・
ナ
ム
ギ
ャ
ル
・
ワ
ン
チ
ュ
ク
国
王
は
、

北
岡
理
事
長
に
対
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣

や
橋
の
建
設
な
ど
に
対
す
る
謝
意
を
伝
え
ま

し
た
。
ま
た
、ツ
ェ
リ
ン
・
ト
ブ
ゲ
イ
首
相
は
、

農
業
分
野
に
お
け
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
長
年
の
協

力
に
謝
辞
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
今
後
の
新

た
な
道
路
防
災
分
野
へ
の
協
力
に
期
待
を
示

し
ま
し
た
。

　

ブ
ー
タ
ン
西
部
の
街
・
パ
ロ
に
は
、
故
・

西
岡
京
治
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
の
功
績
を
た
た

え
て
作
ら
れ
た
「
西
岡
チ
ョ
ル
テ
ン
」（
慰

霊
塔
）
が
あ
り
、
北
岡
理
事
長
は
同
慰
霊
碑

を
参
拝
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
の
農
業

協
力
の
現
場
を
視
察
し
、
30
年
以
上
に
わ
た

り
協
力
が
続
け
ら
れ
て
い
る
農
業
機
械
化
セ

ン
タ
ー
な
ど
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
る
日
本
の
支
援
の
成
果
は
、

ブ
ー
タ
ン
の
人
々
の
生
活
を
幅
広
く
支
え
て

い
ま
す
。

北岡理事長がネパールとブータンを訪問 01

03海外投融資を通じて気候変動対策分野のファンドに出資
　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
12
月
11
日
、
ア
ジ
ア
開

発
銀
行（
Ａ
Ｄ
Ｂ
）、
オ
リ
ッ
ク
ス
株
式
会

社
、
お
よ
びR

obeco G
roep N

.V.

の

３
社
が
出
資
す
るAsia C

lim
ate Part-

ners G
eneral Partner Ltd.

が
運
営
す

る
フ
ァ
ン
ド
「Asia C

lim
ate Partners

 LP

」
に
出
資
す
る
契
約
書
を
締
結
し
ま

し
た
。

　

同
フ
ァ
ン
ド
は
、ア
ジ
ア
諸
国
な
ど
で
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
ク
リ
ー
ン
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
代
表
さ
れ
る
環
境
保
全

な
ど
に
取
り
組
む
企
業
へ
の
投
資
を
通

じ
て
、
気
候
変
動
対
策
へ
の
寄
与
を
目

指
す
、
ア
ジ
ア
最
大
規
模
の
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
・
エ
ク
イ
テ
ィ
・
フ
ァ
ン
ド
で
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
最
大
で
９
４
３
０
万
米
ド

ル
を
出
資
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
事
業
は
日
本
政
府
が
発
表
し
た

「
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
」
の
第
二
の
柱
「
Ａ
Ｄ
Ｂ
と
の
連
携
」

や
、
途
上
国
向
け
気
候
変
動
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
の
拡
大
を
後
押
し
す
る
も
の
で
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、同
フ
ァ
ン
ド
へ
の
出
資
を

通
じ
、
民
間
企
業
の
参
画
や
、
途
上
国

の
経
済
成
長
を
支
援
し
ま
す
。

02　宮古島の再生可能エネルギーをキューバ高官が視察
　

電
力
の
90
％
を
火
力
発
電
で
賄
っ
て
い
る

キ
ュ
ー
バ
。
今
後
の
電
力
需
要
増
加
に
備
え

て
、
既
存
の
発
電
・
送
配
電
施
設
の
更
新
と

と
も
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
を

政
策
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
目
標
を
支
援
す
る
た
め
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

は
、
11
月
7
日
か
ら
19
日
ま
で
、
同
国
エ
ネ

ル
ギ
ー
鉱
山
省
の
ハ
ビ
エ
ル
・
ル
ベ
ン
・
シ
ド
・

カ
ル
ボ
ネ
ル
副
大
臣
や
電
力
公
社
幹
部
ら
政

府
高
官
5
人
を
、
沖
縄
県
宮
古
島
市
に
招
き

ま
し
た
。

　

一
行
は
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
や
バ
ガ
ス

（
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
搾
り
か
す
）
を
使
っ
た
発
電

な
ど
を
視
察
し
、
宮
古
島
市
関
係
者
と
の
意

見
交
換
で
も
活
発
に
質
問
す
る
な
ど
、
そ
の

取
り
組
み
に
強
い
興
味
を
示
し
ま
し
た
。

　

シ
ド
副
大
臣
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
局

長
か
ら
は
、「
宮
古
島
市
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発

電
で
使
わ
れ
て
い
る
電
力
系
統
安
定
化
の
技

術
は
非
常
に
参
考
に
な
っ
た
」
と
、
活
用
を

視
野
に
入
れ
た
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　

J
I
C
A
は
こ
の
視
察
結
果
を
踏
ま
え
、

今
後
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
具
体
的
な
協
力

内
容
に
つ
い
て
キ
ュ
ー
バ
政
府
と
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
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「西岡チョルテン」の参拝


